
３
月
議
会
で
焦
点
に
な

っ
た
の
は
「
キ
ッ
ズ
ド
ー

ム
ソ
ラ
イ
の
小
学
生
ま
で

の
無
料
化
を
含
む
利
用
料

」

。

軽
減
事
業
補
助
金

で
す

佐
藤
昌
哉
議
員
（
創
政

ク
ラ
ブ
）
が
、
予
算
案
か

ら
利
用
料
軽
減
補
助
金
２

４
７
８
万
２
千
円
を
削
除

し
、
予
備
費
に
組
み
替
え

る
修
正
案
を
提
出
。

修
正
案
に
賛
成
が
自
公

と
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
13

人
、
反
対
が
共
産
党
市
議

団
な
ど

人
で
、
１
人
差

12

で
修
正
案
が
可
決
。

無
料
化
は
実
現
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

本
市
に
は
無
料
で
遊

べ
る
大
型
の
児
童
遊

戯
施
設
が
な
い

日
本
共
産
党
市
議
団
を

代
表
し
、
予
算
特
別
委
員

会
で
長
谷
川
剛
議
員
が
、

本
会
議
で
加
藤
鉱
一
議
員

が
、
原
案
に
賛
成
、
修
正

案
に
反
対
の
討
論
を
述
べ

ま
し
た
。

「
問
題
の
発
端
は
具
体

的
で
、
本
市
に
は
無
料
で

遊
べ
る
大
型
の
児
童
遊
戯

施
設
が
な
い
。

子
育
て
世
代
が
強
く
望

ん
で
い
る
無
料
で
遊
べ
る

施
設
を
、
他
市
町
と
同
様

に
実
現
し
て
ほ
し
い
と
の

課
題
に
ど
う
応
え
る
か
。

課
題
解
決
の
施
策
と
し

て
、
市
が
２
億
円
の
建
設

補
助
を
し
た
民
間
施
設
の

利
用
料
に
つ
い
て
、
子
育

て
市
民
に
対
す
る
補
助
金

を
予
算
化
し
、
一
部
無
料

化
を
実
現
す
る
も
の
。

し
か
し
、
修
正
案
の
提

案
理
由
で
は
、
具
体
的
な

問
題
を
子
育
て
支
援
一
般

に
拡
大
し
、
全
て
の
施
設

の
子
ど
も
の
利
用
料
の
公

平
性
に
拡
げ
た
た
め
、
論

理
が
飛
躍
し
、
無
料
で
遊

べ
る
こ
と
が
簡
単
に
は
実

現
で
き
な
い
。

子
ど
も
が
無
料
で
遊
べ

る
大
型
の
児
童
遊
戯
施
設

を
他
市
町
と
同
様
、
本
市。

」

に
も
実
現
す
る
べ
き
だ

原
案
で
は
、
キ
ッ
ズ
ド

ー
ム
ソ
ラ
イ
利
用
料
の
軽

減
を
図
る
と
し
、
令
和
７

年
８
月
か
ら
、
０
～
小
学

生
は
無
料
、
中
・
高
校
生

は
５
０
０
円
、
付
き
添
い

の
保
護
者
１
人
無
料
と
す

る
計
画
で
し
た
。

－ 1 －
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令和7年度予算から、キ

ッズドームソライ利用料

軽減事業補助金を削除

●●●●○○●●●●●●●●○○○○○○○○○○○
議
長

「訪問介護の基本報酬引

下げの撤回を求める意見

書の提出に関する請願」

○○○○○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●

「訪問介護事業所に対す

る支援を求める請願」
○○○○●●○○○○●●●●●●●●●●●●●●●



鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
４
日
の
総
括
質
問
で
、

共
産
党
市
議
団
を
代
表
し

て
長
谷
川
剛
議
員
が
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
に

関
し
、
Ｄ
Ｂ
Ｍ
方
式
で
外

部
委
託
す
る
問
題
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

皆
川
市
長
は
答
弁
で
、

「
調
理
の
民
間
委
託
は
再

検
討
を
行
い
、
令
和
７
年

度
で
方
向
性
を
決
め
る
」

と
述
べ
、
民
営
化
の
方
針

を
再
検
討
す
る
考
え
を
、

初
め
て
表
明
し
ま
し
た
。

２
月
の
議
員
説
明
会

で
は鶴

岡
市
は
、
２
月

日
14

の
議
員
説
明
会
で
は
、

「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調

査
の
結
果
等
か
ら
総
合
的

に
判
断
し
、
Ｄ
Ｂ
Ｍ
方
式

（
設
計
・
建
設
・
維
持
管

理
一
括
発
注
方
式
）
に
よ

り
施
設
を
整
備
」

「

、

献
立
作
成
や
食
材
購
入

食
育
指
導
等
は
市
が
責
任

を
持
っ
て
行
い
、
効
率
的

な
運
用
が
望
ま
し
い
調
理

・
配
送
・
維
持
管
理
等
は

民
間
に
委
託
」
と
説
明
し

て
い
ま
し
た
。

民
営
化
問
題
を
繰
り

返
し
質
問

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

民
営
化
に
つ
い
て
、
長
谷

川
剛
議
員
が
令
和
５
年
12

月
議
会
で
取
り
上
げ
、

「
民
間
企
業
が
利
益
を
出

す
方
法
は
、
人
件
費
や
食

材
費
を
減
ら
す
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
子

ど
も
た
ち
に
く
る

、」

「
教
育
の
一
環
で
あ
る
給

食
が
、
単
な
る
昼
食
サ
ー

ビ
ス
に
代
わ
る
恐
れ

、
」

「
調
理
業
務
を
献
立
作
成

業
務
と
切
り
離
し
て
民
間

事
業
者
に
委
ね
る
こ
と

は
、
学
校
給
食
法
の
趣
旨

か
ら
外
れ
る
」

「
学
校
給
食
の
安
定
的
供

給
や
、
安
全
性
、
質
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
を
招
く
お
そ
れ
が

り
、
子
ど
も
の
権
利
保
障

の
観
点
か
ら
も
問
題
が
あ

る

、
な
ど
を
指
摘
し
て

」
き
ま
し
た
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

自
校
方
式
へ
の
転
換
に
つ

い
て
、
菅
井
巌
議
員
が
令

和
６
年
９
月
議
会
で
取
り

上
げ
、

「

、

愛
媛
県
今
治
市
で
は

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改

築
を
機
に
、
単
独
自
校
方

式
の
導
入
を
決
め
、
順
次

整
備
さ
れ
て
い
る

、」

「
地
域
密
着
型
の
自
校
方

式
で
こ
そ
、
食
材
提
供
の

地
産
地
消
率
の
向
上
や
、

生
産
者
の
顔
と
姿
、
給
食

の
作
り
手
と
働
く
現
場
職

員
の
姿
や
、
地
域
の
支
え

合
い
が
見
え
る

、
」

「

、

学
校
給
食
の
在
り
方
を

地
域
密
着
型
の
自
校
方
式

へ
の
転
換
に
見
直
す
必
要

が
あ
る

、
と
求
め
て
き

」

ま
し
た
。

－ 2 －

公設直営で進められてきた市学校給食センター

３
月
議
会
の
請
願

国
に
よ
る
学
校
給
食

「の
無
償
化
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る

請
願

食
料
自

」
と

「
、

給
率
向
上
及
び
米
の
生

産
と
需
給
安
定
対
策
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

」
は
全

に
関
す
る
請
願

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

訪
問
介
護
の
基
本
報

「酬
引
下
げ
の
撤
回
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に

」
は
、
厚

関
す
る
請
願

生
常
任
委
員
会
で
は
賛

成
少
数
で
不
採
択
で
し

た
が
、
本
会
議
で
は
賛

成

人
、
反
対

人
の

14

11

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

訪
問
介
護
事
業
所
に

「対
す
る
支
援
を
求
め
る

」

、

、

請
願

は

賛
成
８
人

反
対

人
の
賛
成
少
数

17

で
不
採
択
に
な
り
ま
し

た
。



今
年
は
、
平
成
大
合
併

で
新
鶴
岡
市
と
な
っ
て
20

年
に
な
り
ま
す
。

合
併
後
の
優
遇
措
置
は

な
く
な
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
ベ
ー
ス

上
記
の
表
は
、
市
議
会

３
月
定
例
会
に
示
さ
れ
た

参
考
資
料
の
「
中
期
財
政

見
通
し
」
か
ら
抜
き
出
し

た
も
の
で
す
。

歳
出
に
対
し
て
歳
入
が

不
足
と
な
る
「
財
源
不
足

額
」
は
、
当
初
予
算
ベ
ー

ス
で
、
令
和
６
年
度
が
10

億
８
千
万
円
、
７
年
度
は

億
２
千
万
円
で
、
赤
字

13が
２
億
４
千
万
円
膨
ら
ん

で
い
ま
す
。

８
年
度
以
降
も
、
毎
年

赤
字
予
算
が
続
く
見
通
し

で
す
。

赤
字
分
は
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、

基
金
残
高
が
減
っ
て
い
き

ま
す
。

３
月
議
会
総
務
常
任
委

員
会
で
、
財
政
課
長
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。

「
事
務
事
業
の
見
直
し
や

経
費
の
削
減
に
努
め
た

が
、
７
年
度
は
投
資
事
業

が
重
な
り
、
予
算
総
額
も

８
０
０
億
円
を
超
え
た
。

特
殊
な
要
因
に
は
、
市

長
・
市
議
選
に
約
２
億
円

か
か
り
、
一
般
財
源
で
の

対
応
と
な
る
。

児
童
手
当
の
高
校
生
ま

で
の
引
き
上
げ
や
、
自
治

体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
関
係

が
重
な
り
合
っ
て
、
赤
字

幅
が
拡
大
し
た

」。

問
わ
れ
る
大
型
事
業

令
和
７
年
度
は
、
新
産

業
団
地
の
開
発
や
、
道
の

駅
あ
つ
み
の
移
転
整
備
、

加
茂
水
族
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
が
、
予
算
を
押

し
上
げ
ま
し
た
。

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
関
係
で
は
、
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
料
が

６
年
度
ま
で
は
国
負
担
で

し
た
が
、
７
年
度
か
ら
は

自
治
体
負
担
と
な
り
、
電

算
シ
ス
テ
ム
賃
借
料
は
約

４
億
５
千
万
円
に
な
り
ま

す
。今

後
は
、
新
図
書
館
や

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
藤

島
の
小
・
中
学
校
を
義
務

教
育
学
校
に
統
合
な
ど
大

型
事
業
が
続
き
ま
す
。

建
設
時
は
国
の
補
助
金

が
あ
っ
て
も
、
維
持
管
理

費
は
自
前
と
な
り
、
１
０

０
億
円
も
見
込
ま
れ
る
義

務
教
育
学
校
の
建
設
は
、

見
直
し
が
必
至
で
す
。

－ 3 －

中期的な財政見通しの試算から （単位:億円）

令和６年度令和７年度令和８年度令和９年度令和10年度 令和11年度
歳入ー歳出 ▲10.8 ▲13.2 ▲9.5 ▲8.0 ▲6.0 ▲5.0

基金繰入 10.8 13.2 9.5 8.0 6.0 5.0

基金残高 146.4 114.2 95.9 91.0 81.5 80.7
(うち財調及び減債) (79.9) (69.4) (62.4) (56.9) (52.9) (49.9)

地方債残高 701.2 695.4 674.9 637.9 660.5 611.9
※鶴岡市議会3月定例会　参考資料から

＊
高
校
生
ま
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
助
成

＊
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

委
託
料
（
委
託
先
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
未
定
）

＊
訪
問
介
護
事
業
に
、
移

動
燃
料
費
の
助
成
（
片
道

㎞
以
上
に
ガ
ソ
リ
ン
代

15１
㎞
に
対
し

円
）
と
、

29

人
件
費
分
１
時
間
に
付
き

１
１
０
０
円
加
算

＊
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

費
用
に
補
助
金

＊
老
朽
化
し
た
京
田
地
区

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備

に
向
け
て
、
意
見
交
換
や

調
査
・
検
討

＊
児
童
民
生
委
員
サ
ポ
ー

タ
ー
の
新
設

＊
つ
る
お
か
聴
こ
え
サ
ポ

ー
ト
事
業
：
医
師
の
診
察

等
に
よ
り
補
聴
器
の
利
用

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た

歳
以
上
の
非
課
税

65

世
帯
の
高
齢
者
に
、
補
聴

器
の
購
入
費
用
を
支
援

共
産
党
市
議
団
が
こ
れ
ま
で
求
め
て

き
た
も
の
が
、
新
た
に
い
く
つ
か
実

現
し
て
い
ま
す
。



【
総
括
質
問
】

①
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

市
職
員
削
減
は
、
公

問共
公
務
の
役
割
が
後
退
。

ス
リ
ム
化
一
辺
倒

市
長

の
時
期
は
去
り
、
確
保
と

育
成
は
重
要
な
課
題
だ
。

②
物
価
高
騰
対
策

市
民
の
実
態
を
把
握

問し
た
施
策
、
支
援
や
制
度

の
改
善
を
。

国
や
県
に
支
援
の

市
長

拡
充
、
改
善
と
、
市
独
自

の
財
源
確
保
を
求
め
る
。

③
教
育
環
境
の
整
備

教
育
先
進
国
ス
ウ
ェ

問

長谷川剛議員

ー
デ
ン
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
紙
の
教
科
書
に

戻
し
た
が
。十

分
情
報
収
集

教
育
長

を
行
い
、
教
育
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
て
い
く
。

④
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改

築

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の

問調
理
等
を
民
間
委
託
す
る

Ｄ
Ｂ
Ｍ
方
式
に
至
っ
た
判

断
は
何
か
。

熟
慮
し
た
結
果
、

市
長

調
理
業
務
の
民
間
委
託
は

見
直
し
を
行
う
。

⑤
特
別
会
計
・
企
業
会
計

国
保
税
の
子
ど
も
の

問均
等
割
は
廃
止
を
。

子
ど
も
・
子
育
て

市
長

支
援
納
付
金
の
額
を
基
に

検
討
し
て
い
る
。

老
朽
化
管
路
の
状
況

問と
更
新
は
。

緊
急
性
の
あ
る
箇

市
長

所
は
な
か
っ
た
。

【
一
般
質
問
】

①
鶴
岡
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ

ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画

「
地
方
創
生
」
で
地

問方
大
学
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
政
府
が
進
め
る
交
付

金
事
業
は
、
市
民
理
解
が

進
ん
で
い
な
い
。

イ
ベ
ン
ト
等

企
画
部
長

を
通
じ
市
民
に
周
知
し
、

理
解
醸
成
に
努
め
る
。

②
政
府
の
避
難
所
に
関
す

る
取
組
指
針
・
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
改
定
に
伴
う
市
の
対

応

避
難
所
ガ
イ
ド
ラ
イ

問ン
改
定
へ
の
対
応
は
。

基
準
を
踏

危
機
管
理
監

ま
え
、
避
難
所
の
衛
生
環

境
改
善
を
図
っ
て
ゆ
く
。

菅井巌議員

①
旧
藤
島
町
の
誘
致
企
業

ス
タ
ン
レ
ー
鶴
岡
製
作
所

吸
収
合
併
後
も
、
生

問産
拠
点
と
雇
用
維
持
を
。

令
和
３

商
工
観
光
部
長

年
の
新
工
場
の
稼
働
後
、

生
産
工
程
の
自
動
化
に
よ

り
生
産
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

②
学
校
統
廃
合
と
義
務
教

育
学
校学

校
種
が
異
な
る
藤

問島
と
他
地
域
と
の
「
義
務

教
育
の
平
等
性
」
は
。

学
習
指
導
要
領

教
育
長

に
基
づ
き
、
義
務
教
育
学

校
で
も
平
等
で
あ
る
。

③
京
田
川
の
特
定
都
市
河

川
指
定
に
向
け
た
現
状

加藤鉱一議員

検
討
状
況
は
。

問

指
定
要
件
を

建
設
部
長

全
て
満
た
し
て
い
る
と
の

国
の
見
解
だ
。

①
男
女
共
同
参
画
推
進
懇

談
会

市
民
の
意
見
を
幅
広

問く
聞
く
懇
談
会
で
あ
る
べ

き
だ
。

意
見
を
聞

企
画
部
長

き
、
８
年
度
か
ら
第
３
次

計
画
を
検
討
す
る
。

②
不
登
校
児
童
・
生
徒

校
内
教
育
支
援
セ
ン

問タ
ー
設
置
の
動
き
は
。

不
登
校
児
童
生

教
育
長

徒
へ
の
役
割
は
大
き
く
、

拡
充
に
向
け
検
討
す
る
。

坂本昌栄議員

③
地
域
医
療
連
携
推
進
法

人

南
庄
内
地
域
で
検
討

問す
べ
き
だ
。

県
の
方

健
康
福
祉
部
長

向
性
を
確
認
し
、
必
要
性

も
含
め
検
討
す
る
。

長
谷
川
剛
議
員

①
生
活
交
通
の
確
保

新
規
事
業
の
「
タ
ク

問

」

。

シ
ー
ピ
ー
ク
シ
フ
ト

は

早
朝
の
通
院

企
画
部
長

利
用
が
多
く
、
午
後
に
シ

フ
ト
す
る
た
め
の
補
助
の

実
証
事
業
で
あ
る
。

②
若
者
の
地
元
定
着

支
援
策
は
。

問

エ
ー
ル
奨
学

企
画
部
長

金
の
応
募
者
は
、
累
計
で

２
５
７
人
で
、

人
が
本

67

市
に
就
労
し
た
。

長谷川剛議員
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